
平成27年度大宮中央校活動報告



５月３１日（日）さいたま市恒例のごみゼロキャンペーンが実施され、大宮中央
校協議会からは７～１３期の奇数期４期１０名（各期２名、主管期９期は会長、副
会長を含む４名）が参加した。
朝９時前に大宮駅西口交番横に集合し、市職員から事前の説明を聞いた後、
いくつかのグループに分かれごみの収集に出発。我が協議会は駅構内を抜け
て東口（北口）から一番街のアーケードを通り中山道を右折、高島屋を通り越し
て 横道を右折して南銀通り経由で東口（南口）に達する約１ｋｍ、ごみを求めて
歩いた。
前半の一番街の商店街、表通りは道の端の植栽の中にごみが散見される程
度で、意気揚々と進む。それでも参加者の持つ収集袋の中には、たばこの吸い
殻、ポイ捨ての空き缶、紙屑がいくつか見える。
それが高島屋を過ぎて南銀通りへの横道に入った途端に一変、開店前の飲
食店の前には、かなりのたばこの吸い殻と空き缶が。公道とはいえ飲食店店先
でのごみ収集は愉快ではない。
約１時間掛かって終了。「さいたま市路上喫煙及び空き缶等ポイ捨ての防止
に関する条例」施行後８年が経つが、条例が求めるところの実現には未だ道遠
しと感じた１日であった。

文と写真・９期校友会 大橋益男

ごみゼロキャンペーン参加報告





９月２８日（月）埼京線「西大宮駅」９時集合でウオーキング大会を実施しまし
た。良い天気に恵まれ、１１期の幹事一同は、予定通りの進行が出来ると胸をな
でおろしていました。
今回は大宮中央校協議会の旗を始めて使用し、また１２名の幹事が緑色のベスト
を着用して、参加者を誘導しました。
開会式では小林協議会会長が、ウオーキングは有酸素運動で認知症予防にも効果
があると印象深いご挨拶をいただき、また岩瀬１１期企画部長がかなりハードな
ストレッチで参加者をその気にさせ、合図のホイッスルを吹いてスタートしまし
た。コースは自然に恵まれた、歩きやすい道が多く、秋の澄んだ空気の中を和気
あいあいに６期～１４期の参加者１０５名がウオーキングすることが出来ました。
３時間を予定した大宮花の丘農林公苑には１１時４５分頃到着し、まずまず予定
通り。結構汗もかき、お腹もすいてきた時間に到着し、参加者の方々もやっと休
憩出来るとホットした表情でした。一応ここで解散し、昼食後は１２時３０分出
発で宮原駅で最終解散です。
宮原駅迄は「こんな道が通れるのか」と思うような田園地帯を通り、また農家の
人にカボチャをもらったり、すごく安い野菜を買ったりと、貴重な経験をしたと
思います。西区を中心とした道程は、ほとんどの道が土で日頃縁のない箇所を歩
けて良かったと思っています。

以上 １１期 会長 伊藤光雄





大宮中央校協議会健康増進活動の一環として「グランド・ゴルフ大会」が開催されました。
①日 時：１０月６日(火）８：３０～１１：３０
②場 所：番場公園多目的広場
③参加者数：９８名
好天に恵まれた秋空の下、コート一面に熱戦が繰り広げられました。
日頃の練習の成果が遺憾なく発揮された方、発揮できずに残念な思いをされた方、
悲喜こもごもの光景があちこちで垣間見られました。
④成 績：女子の部：１位（１０期）長島様、２位（９期）堀井様、３位（１４期）小島様

：男子の部：１位（ ７期）堀井様、２位（９期） 岸様、３位（ ６期）日笠様
来年に向けて、研鑽を重ね、上位入賞を密かに狙う方も多いのではないでしょうか？

日頃疎遠になりがちな他の期の皆さんとの交流が図れ有意義な大会となりました。
各期で大会運営にご尽力頂いた皆様に心より感謝を申し上げます。

７期 平林
１０期 小林

グランド・ゴルフ大会が開催されました！！



第4回大宮中央校親睦ゴルフ大会開催
鹿沼カントリークラブ 主管・9期

１０月２２日（木）、親睦ゴルフ大会が素晴しい秋晴れの中、栃木県の「鹿沼
カントリークラブ」北コースで開催しました。６期から１４期までの自称プロ
ゴルファー総勢２１名が６組に分かれてのプレーで、パートナー同士和気藹々
の中、無事競技を終了する事が出来ました。
その後表彰式のパートナーの着席はより親睦を深める為にも同伴者同士とし、
パートナー同士がプレーを振り返りながらの話題で大いに盛り上がっていまし
た。
結果発表では今回も新ペリア方式採用で、栄えある優勝者は１２期の原田様、
準優勝９期の佐藤敏郎様、３位１２期の伊藤様、ラッキーセブン賞９期の蓮見
様、ＢＢ賞名は割愛、二アピン賞該当者は３名、ベスグロ賞はなぜか幹事（筆
者）の丸山でした。最後に恒例の各受賞者喜びの挨拶と、主管期である9期の
佐藤会長の挨拶、司会者からは次回もさらに多くの参加者を集っての開催と、
それ迄各プロ更なる精進と健康に気を付けて頂き、又来年プレー出来る事を楽
しみにしてとの事で、今年の親睦ゴルフ大会は無事終了しました。各期プロ、
朝早くから大変ご苦労様でした。

：追記 成績の良し悪しに関わらず、その後いそいそと１９番ホールに向かっ
た元気なメンバーもおりました。

文、写真・９期幹事丸山己喜雄



大宮中央校校友会協議会の文化講演会が、１１月２４日市民会館おおみや小ホールで開催され
ました。講師は株式会社リバネスCEO丸幸弘氏、参加者は約２００名です。演題のイメージから,今
更ビジネスORベンチャー起業には縁がない、との声もありましたが、当日参加された皆さんは少
なからずプラスの衝撃を受けたのでは、と思います。
小学校低学年の時個人の考え方を重視する、シンガポールでの教育環境ではやる気に満ちて
いたのが、日本の画一的な教育に落胆したこと。しかし、予備校時代に生物の先生からサイエン
スの世界では未知の世界があることを知らされ、この一言から俄然勉強に集中できたこと。さらに、
東大大学院生として博士号取得しても就職先が少ないことで、自分の居場所がないなら自ら居
場所＝起業して現在のリバネスを創業したこと。そして、シニアの経験・知恵が社会から求められ
ているとの思いから、シニアへの熱いメッセージが寄せられました。
参加者の注目を特に集めたのは介護ロボットだと思います。病院のベッドから患者の分身として
家族と旅行したり、外食したりの健常者と同じような生活をエンジョイできるロボット「オリヒメ」の実
演に、科学の進歩と人間の知恵の凄さに感心しました。生い立ちから現在に至るまで、講師が今
日まで未知の領域を開拓してきた信念と自信がエネルギュッシュな語り口となり、我々を感動さ
せたと思います。 １２期 原田記



7/7 大宮中央校協議会 ２７年度第１回行事
≪新日鉄住金・君津製鉄所工場見学≫参加者：１３８名

世界に誇る「製鉄技術」を見学してみようと計画、君津製鉄所を訪問しました。
まず工場の大きさにビックリ、約300万坪。工場敷地内にバス、超大型トラック、
鉄道が走っており岸壁には大型運搬船が。
広報センターで概要の説明を受けた後、バスで工場見学に出発、まずは第三高炉に。鉄鉱
石から鉄分を取り出す「高炉」、真っ赤なドロドロした≪銑鉄≫がトーピード車に積まれる所を
見学。次は≪熱延圧延工場≫。真っ赤に熱せられた鋼片（スラブ）を連続的に圧延し、コイ
ルに。真っ赤な板が見る見るうちに薄く加工されるのは感激でした。
終了後の質疑応答では次々質問が出されました、工場見学の感激が目に焼きいて いる

から故と想われました。







岩槻校協議会の文化祭に行く

「１１月９日にシニアユニバーシティ岩槻校協議会の文化祭があるので、大宮中央校協議会長に
来賓として是非ご出席願いたい」と会議の時、仲代勝匡・岩槻校協議会長より招待状を渡された。
当日は日曜日だが予定もなく、「出席します」と返事の葉書を投函した。
朝 から曇って薄ら寒いなか、自宅から大宮公園駅まで４０分歩き、東武野田線で岩槻に向かった。
岩槻駅に着いたら雨が降り出したので、鞄から折り畳み傘を出そ うとしたが、前日入れたと思った
傘が入っていない。駅前の１００円ショップでビニール傘を買い、会場の岩槻本丸公民館まで歩い
て行った。
演芸会場の開会式で舞台上に案内される。舞台左側には岩槻校協議会の１期会長以下ずらり

と並び、舞台右側には来賓として岩槻区長・岩槻自治会長・五藤事務局長・各校協議会長が並
んだ。仲代協議会長・岩槻区長・五藤事務局長の挨拶後、各校協議会長の紹介となった。大宮中
央校協議会長の順番が回ってきた時、頭 を下げるだけだと勿体ないので、「山内は協議会長と連
合会広報部長を兼任しています。広報部長としてホームページに力を入れており、この文化祭も
ホーム ページに掲載したいので、ご協力をお願いします」と申し上げた。後で、仲代会長から「一
言多かった」と言われた。
演芸は全員参加型のコーラス・踊りが多く、観客の反応にも岩槻校全体のまとまりと仲の良さを感じ
させられる。前半が終わり休憩に入ったところで、高松・連合会長から「車で駅まで送ってあげる」
の声に誘われ、引き揚げることにした。

文責 山内嘉雄



大宮中央校１４期 文化祭
「１１月６日にシニアユニバーシティ大宮中央校第１４期の文化祭があるので、お忙しいところ恐縮ですが、
来賓として大宮中央校協議会長に是非ご出席願いたい。」と澤脇・大宮中央校１４期学友会長より連絡が
あった。「ちなみに予算が無いので、交通費及び昼食代は出せませんが、よろしくお願いします。」とのこと
であった。
当日は予定もなく暇だったので、「お伺いします。」と快諾した。
交通費が無く、前日の深酒による二日酔いを醒ますため、自宅から１時間かけて歩くことにした。やや冷た
い風に頬を撫でられながら、挨拶で何を言ったら受けるのかなどと、考えがまとまらないまま、大宮ふれあ
い福祉センターに着いた。
早めに着いたので、１Fの「展示の部」を拝見。書・写真・絵画・手芸・班やサークルの案内などがあり、そ
れぞれに一生懸命さを感じさせられる。
五藤さんと一緒に演芸会場に入り、司会者・実行委員長・学友会会長の紹介があり、協議会長の来賓挨
拶の順番が回ってきた。
私 は９期校友会員なので５年前ここで同じように緊張して演技したこと、協議会についてはホームページ
で活動を公開しているが時期を見て説明の機会を持つこ と、最後に「きょういく」と「きょうよう」について話
したが、それは「さいたま市報１１」清水市長「絆をつなぐ」欄で説明されており、二番煎じの感は拭え ない。
午前の部の演芸は１班から５班まで救命実技・朗読・オペレッタ・合唱・踊りなど、午後は各クラブの紹介と
なった。それぞれに真剣さと和やかさが感じられ、これを機に大いに絆が深まったのではないかと思った。

文責 山内嘉雄


